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令和６年第４回伊是名村議会定例会は、12月９日(月）～ 10日(火）までの２日間で開催された。
本定例会に提案された議案は10件です。一般質問には３名の議員が登壇し村政について質問した。結果は
次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第58号 令和６年度伊是名村一般会計補正予算
（第５号）

歳入歳出それぞれ115,156千円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ3,973,553千
円とする。

原案可決

議案第59号 令和６年度伊是名村国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ10,695千円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ266,667千円
とする。

原案可決

議案第60号 令和６年度伊是名村後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ1,668千円を追加し、予算
の総額を歳入歳出それぞれ14,921千円とす
る。

原案可決

議案第61号 令和６年度伊是名村港湾整備事業特別
会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ3,864千円を追加し、予算
の総額を歳入歳出それぞれ15,335千円とす
る。

原案可決

議案第62号 令和６年度伊是名村船舶運航事業特別
会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ43,436千円を追加し、予
算の総額を歳入歳出それぞれ501,391千円
とする。

原案可決

議案第63号 刑法等の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整理に関する条例

刑法等の一部を改正する法律（令和4年法律
第67号）及び刑法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律

（令和4年法律第68号）の公布により、懲役及
び禁錮を廃止し、新たに拘禁刑を創設するな
どの改正が行われ、これらの規程が令和7年6
月1日から施行されることに伴い、村の条例の
規定中の懲役及び禁錮を拘禁刑に改める等所
要の改正を行う必要があるため。

原案可決

議案第64号 伊是名村職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例

沖縄県人事委員会の給与勧告により、本村の
職員の給与を改定する必要があるため。 原案可決

議案第65号
伊是名村会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例

一般職に属する常勤の職員との権衡を考慮
し、会計年度任用職員の給与を改定する必要
があるため。

原案可決

議案第66号 団体営土地改良事業計画の変更につい
て

土地改良法（昭和24年法律第195号）第96条
の3第1項の規程により、畑作等促進整備事業

（イシジュムイ原地区）の計画変更内容につい
て議会の議決を得る必要があるため。

原案可決

議案第67号
工事請負契約の変更について

（伊是名村役場旧庁舎等解体撤去工事
（R6））

伊是名村役場旧庁舎等解体撤去工事の渡航費
等に要する費用を追加することに伴う請負契
約の変更については、伊是名村議会の議決に
付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す
る条例（昭和47年条例第31号）第2条の規程
により議会の議決を必要とするため。

原案可決

発議第３号 伊是名村議会の個人情報の保護に関す
る条例の一部を改正する条例

「刑法等の一部を改正する法律」及び「刑法等
の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律
の整理等に関する法律」の施行に伴い懲役及
び禁錮が廃止され、拘禁刑が創設されたこと
により、条例中の「懲役」・「禁錮」を「拘禁刑」
に改める必要があるため。

原案可決

第４回伊是名村議会定例会 結果一覧令和６年
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発議第４号 伊平屋・伊是名架橋の早期事業化を求め
る要請決議

年々人口が減少し高齢化が進む両村に、定住
環境の整備が求められている。架橋建設を推
進することにより生活圏の拡大が図られ、産
業の振興、教育、文化、医療、福祉等の充実に
大きく寄与するものと確信していることから、
伊平屋・伊是名架橋の早期事業化を強く要請
する。

原案可決

発議第５号 伊平屋空港の整備に関する要請決議

伊平屋空港の整備は、両村の観光業の発展、定
住条件の確保と人口増加に大きく寄与するも
のと確信していることから、伊平屋空港の早
期事業化を強く要望する。

原案可決

　令和7年2月4日（火）役場大会議室において講師（石垣安秀氏）を招いて議員研修会を開催しました。
　議会における研修は、議会や議員に求められる機能を正しく発揮し、その役割を果たすため、議員一
人ひとりの資質の向上と議会全体の水準の向上を目的に行われます。
　今回の研修では、「一般質問について」と「議会運営について」を主テーマに行いました。研修後の質
疑応答では、議員それぞれがこれまでの議会活動を通して疑問に感じていた事を、講師より詳しく説
明を受け理解を深めていました。今回の研修で学んだことを定着させ、今後の議員活動に生かしてい
くことが肝要である。

議員研修会を開催

《研修を終えて》
　一般質問は議員の最もはなやかで意義のある発言の場といわれている。村民が関心、期待を寄
せる大事な議員活動で、年４回の定例会ごとに行われ任期４年間で16回の質問権が与えられる。
できる限り質問に努めることを講師が強調していた。極力、一般質問に心がけ、質問の構想を練り
論理構成して原稿を作成し意義のある質問にすることは議員の使命であり邁進していきたい。ま
た、議会運営については、各議会での申し合わせ事項が非常に大切であるとの情報も得られ、今後
の議会運営に大いに参考にしていきたいと感じた。

講師　石垣安秀氏

研修会の様子

議会運営・議員活動に生かす
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4日（水）　◦議会運営委員会
5日（木）　◦令和６年度第４回北部地区商工会連

絡協議会情報交換会（議長）
7日（土）　◦第30回伊是名村生涯学習発表会

　　　　　　 伊是名村産業支援センター

9日（月）　◦第４回定例会（～12月10日（火））
16日（月）　◦伊平屋・伊是名架橋建設早期実現（要

請活動）沖縄県議会棟　沖縄県庁

23日（月）　◦名桜大学開学30周年・公立大学法人
化15周年記念事業「本館」落成式・懇
親会　名桜大学本館（議長）

1日（水）　◦二十歳の祝い
　　　　　　 伊是名村産業支援センター

7日（火）　◦令和７年消防団出初め式
　　　　　　 伊是名村役場正面玄関前

■ 令和６年12月

■ 令和７年１月

議会の動き

10日（金）　◦令和７年伊平屋村新春の集い
　　　　　　 伊平屋村
14日（火）　◦ERCM（有機物減容セラミック製造

装置）運用実証の視察見学
　　　　　　 運天港荷捌き場
17日（金）　◦北部市町村議会議長会臨時総会
　　　　　　 北部会館（議長）
　　　　 　◦令和７年「国・県出先機関の長及び関

係団体等と北部市町村との新年会」　
北部会館（議長）

18日（土）　◦伊是名村郷友会新春の集い
　　　　　　 マリエールオークパイン那覇
24日（金）　◦「令和７年漁期 モズク操業祈願」　

伊是名 モズク荷捌き場
　　　　 　◦第45回伊是名村文化財防火訓練　

国指定重要文化財 銘苅家住宅
　　　　 　◦新春伊是名村民の集い
　　　　　　 伊是名村産業支援センター
30日（木）　◦令和6年度奄美・やんばる広域

圏交流推進協議会総会交流会　
OKINAWAフルーツランド（議長）

4日（火）　◦議会研修会　伊是名村役場大会議室
5日（水）　◦広報委員会

12日（水）　◦令和7年北部広域市町村圏事務組合
議会第65回定例会　北部会館（議長）

19日（水）　◦沖縄県町村議会議長会 第54回定期
総会及び懇親会　自治会館

　　　　　　 （議長・局長）
20日（木）　◦沖縄県離島振興市町村議会議長会 

本会第16回定期総会及び研修会　
自治会館

21日（金）　◦沖縄県町村議会議員・事務局職員研
修会　読谷村文化センター

25日（火）　◦第１回臨時会

■ 令和７年２月

4伊是名村議会だより
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Q 高校入学祝い金の給付について

上
う え

原
は ら

　長
ちょうりょう

良 議員

伺
い
し
ま
す
。

諸
見
美
奈
子
総
務
課
長

県
内
の
他
市
町
村
の
祝
い

金
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
渡
嘉
敷

村
で
は
、
小
学
校
入
学
３
万
円
、

中
学
校
入
学
３
万
円
、
高
校
入
学

３
万
円
、伊
平
屋
村
で
は
、小
学
校

入
学
５
万
円
、
中
学
校
入
学
７
万

円
、
高
校
入
学
10
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、沖
縄
本
島
の
嘉

手
納
町
で
は
、
小
学
校
入
学
３
万

円
、中
学
校
入
学
４
万
円
、高
校
入

学
５
万
円
の
給
付
を
実
施
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
村
は
、離

島
か
ら
皆
さ
ん
高
校
進
学
と
な
る

の
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
部
を

財
源
と
し
て
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
の
金
額
に
見
合
っ
た
金

額
、
10
万
円
が
妥
当
な
の
か
も
調

整
し
て
給
付
の
金
額
を
決
定
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

２
０
２
４
年
で
県
内
の
人

口
増
加
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
が

宜
野
座
村
で
、
子
育
て
施
策
に
力

を
入
れ
て
Ｕ
タ
ー
ン
が
増
え
た
の

が
要
因
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　

子
供
を
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
人
口
増
加
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

実
現
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

い
金
、
出
産
祝
い
金
を
給
付
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
例
及
び
施

行
規
則
を
一
部
改
正
し
て
高
校
入

学
祝
い
金
を
追
加
し
て
、
次
年
度

以
降
か
ら
給
付
す
る
方
向
で
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

上
原
長
良
議
員

来
年
春
の
高
校
に
進
学
す

る
生
徒
は
今
年
20
名
と
聞
い
て
い

ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
20
名
を
超
え

る
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
予
定
と
し
て
い
る
入
学

祝
い
金
の
金
額
と
給
付
時
期
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

諸
見
美
奈
子
総
務
課
長

い
ま
近
隣
の
３
市
町
村
に

確
認
し
て
い
ま
す
。
手
元
に
資
料

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、小
学
校
、中
学

校
、高
校
等
、殆
ど
の
市
町
村
が
給

付
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
伊
是
名

村
に
合
っ
た
金
額
を
調
整
し
て
、

給
付
時
期
を
検
討
し
て
条
例
を
制

定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

私
の
要
望
と
し
ま
し
て
は
、

一
人
当
た
り
10
万
円
程
度
の
給
付

が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
金
額
的
に
可
能
か
、再
度
お

用
し
た
高
校
入
学
祝
い
金
の
給
付

が
可
能
か
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

高
校
に
入
学
す
る
際
に
は
、

制
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
、
教
科
書
の
他
、

学
校
指
定
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
購

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
更
に
、

本
島
で
生
活
す
る
に
は
、
寮
に
入

る
か
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
学
校
に

通
う
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
入

学
時
に
係
る
費
用
が
、
保
護
者
に

と
っ
て
経
済
的
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
本
村
に
お
い
て「
伊
是

名
村
定
住
促
進
祝
い
金
条
例
」
が

制
定
さ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
一
部
を
充
当
し
て
、
結
婚
祝

上
原
長
良
議
員

本
村
に
は
高
校
が
無
い
た

め
、
必
然
的
に
島
外
の
高
校
に
進

学
し
ま
す
。
高
校
入
学
時
の
入
学

費
用
、
準
備
費
用
は
公
立
高
校
で

約
25
万
円
、
私
立
高
校
で
約
50
万

円
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、最
近
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
導
入
が
進
み
、
学
校
指
定
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
１
人
１
台
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
校
も
増
え

て
い
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
さ
ら

に
費
用
負
担
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
15
歳
で
親
元
を

離
れ
た
島
の
子
供
た
ち
が
、
不
安

な
く
楽
し
い
高
校
生
活
を
送
る
た

め
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活

Q

Q

QQ

A

A

A
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も
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
予

約
制
で
週
１
回
、
木
曜
日
に
古
宇

利
島
に
運
行
さ
れ
ま
す
。
伊
平
屋

村
と
協
力
し
て
、
両
村
民
の
為
に
、

運
天
港
線
の
運
行
を
北
部
医
師
会

病
院
に
要
望
し
て
は
と
考
え
ま
す

が
、村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

北
部
医
師
会
病
院
に
ど
れ

く
ら
い
の
方
が
通
院
し
、
そ
し
て

運
行
バ
ス
の
利
用
を
希
望
し
て
い

る
の
か
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
日

帰
り
す
る
方
が
利
用
を
希
望
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
日
帰
り

で
き
る
時
間
帯
で
診
察
が
で
き
る

の
か
、
病
院
側
の
状
況
も
考
慮
し

て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

査
、
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
支
援
事
業
の
次
年
度
開
催
に
つ

い
て
は
、
参
加
実
績
等
を
考
慮
し
、

運
営
側
と
協
議
を
行
い
、
事
業
継

続
に
つ
い
て
の
判
断
を
行
っ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

伊
平
屋
村
で
は
島
外
か
ら

訪
れ
る
一
般
の
方
を
対
象
に
オ
ン

ラ
イ
ン
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
車
両
予
約
も
準

備
中
と
の
こ
と
で
す
。
伊
江
村
で

は
車
両
予
約
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
可
能
で
す
。
本
村
も
そ
の
よ
う

に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
村

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

今
年
度
は
、シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
た
基
礎
調
査
が
行
わ
れ
、

令
和
７
年
度
に
実
証
実
験
を
行

い
、
令
和
８
年
度
か
ら
本
格
的
な

シ
ス
テ
ム
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

北
部
医
師
会
病
院
で
は
、本

部
港
行
送
迎
バ
ス
が
週
３
回
、
月
、

水
、金
曜
日
に
運
航
さ
れ
、本
部
本

島
線
で
週
２
回
、火
、木
曜
日
に
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線
は

今
帰
仁
村
役
場
前
、
ワ
ル
ミ
入
口

者
の
利
便
性
の
確
保
及
び
島
民
と

の
交
流
増
加
を
図
る
た
め
、
那
覇

泊
港
発
フ
ェ
リ
ー
の
往
復
運
賃
を

一
部
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
座

間
味
村
で
も
冬
季
１
月
か
ら
３
月

の
間
、
同
様
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
村
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
事
業
に
年
間
７
２
４
万
７
千
円

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
来

場
者
目
標
を
１
２
６
３
名
以
上
と

設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
予

算
を
来
島
者
の
運
賃
補
助
に
充
て

れ
ば
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
以
上

の
来
島
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
が
、村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

粟
国
村
、
座
間
味
村
、
両
村

に
お
き
ま
し
て
は
、
割
引
額
は
異

な
る
も
の
の
、
全
来
島
者
を
対
象

と
す
る
運
賃
割
引
制
度
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、
観
光
客
は
も
と
よ
り

多
く
の
来
島
者
の
皆
さ
ん
が
そ
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
も
の
と
推
察

致
し
ま
す
。
両
村
の
事
業
は
、い
ず

れ
も
観
光
客
増
加
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
当
該
事
業
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
観
光
産
業
の

み
な
ら
ず
観
光
関
連
産
業
へ
も
普

及
し
、
村
経
済
の
発
展
を
促
し
て

い
る
も
の
と
推
察
致
し
ま
す
。
試

験
的
な
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
調

髙
良
真
伊
議
員

伊
平
屋
村
で
は
２
０
１
５

年
よ
り
、
ふ
る
さ
と
割
引
運
賃

カ
ー
ド
を
発
行
し
、対
象
者
は
、郷

友
会
の
会
員
、
伊
平
屋
村
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
５
万
円
以
上
行
っ
た

者
、
伊
平
屋
村
長
が
定
め
る
者
と

あ
り
、
現
在
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

本
村
も
伊
平
屋
村
の
よ
う
に
、
郷

友
会
員
へ
の
フ
ェ
リ
ー
往
復
割
引

運
賃
の
適
用
が
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

奥
間　

守
村
長

村
独
自
の
割
引
制
度
の
導

入
を
検
討
し
た
際
に
、「
郷
友
会

会
員
」
の
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る

等
の
課
題
も
あ
り
、
進
展
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
当
該
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
金
が

一
切
充
当
さ
れ
ず
村
単
独
事
業
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
導
入
す
る
場
合
に
は
、
財
政
負

担
や
郷
友
会
と
の
調
整
等
、
議
論

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今

後
、
試
験
的
な
導
入
も
視
野
に
入

れ
、
想
定
さ
れ
る
課
題
を
検
証
し

な
が
ら
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

髙
良
真
伊
議
員

粟
国
村
で
は
、島
へ
の
来
島

Q1Q2

Q3Q4

A

A

A

A

Q1 郷友会員へのフェリー往復運賃の適用
Q2 モータースポーツ事業費を来島者への
　　  運賃補助

Q3 フェリーの車両オンライン予約
Q4 北部医師会病院へ無料送迎バスの運行

髙
た か

良
ら

　真
さ な い

伊 議員
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Q 「いぜな88トライアスロン大会支援
　   資金造成チャリティーゴルフ大会」の
　   検討について

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
を
同
時
開
催
す
る
こ
と

で
、
参
加
者
や
各
種
団
体
の
事
業

者
関
係
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
き
ち
ん
と
ア
ポ
を
取
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
村
長
の
答
弁

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
毎
年
、
協
賛

金
、
交
付
金
、
参
加
料
、
単
費
等
で

１
，
０
０
０
万
円
余
り
の
事
業
費

が
投
入
さ
れ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

末
吉
長
吉
商
工
観
光
課
長

こ
れ
ま
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
は
、
独
自
で
文
書
依
頼
を

続
け
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
新
た
に
郷
友
会
を
通
し
て

参
加
者
を
募
る
と
な
る
と
、
企
業

の
皆
さ
ん
に
二
重
の
ご
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
実
行
委
員
会
で
十

分
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

前
川
秀
和
議
員

ぜ
ひ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
行
っ

て
、
村
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
、
郷
友
会
が
主
催
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
取
り

付
け
た
の
か
伺
い
ま
す
。

諸
見
直
也
企
画
政
策
課
長

詳
細
は
存
じ
上
げ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
郷
友
会
の
皆
様
が
青

少
年
の
育
成
に
役
立
て
た
い
と
い

う
こ
と
で
始
ま
っ
た
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

前
川
秀
和
議
員

郷
友
会
に
協
力
を
お
願
い

し
、
青
少
年
育
成
支
援
と
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
を
一
体
化
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
伊
平
屋
村
で
は

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
と
育
英

会
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
年
１

回
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
伊
是

名
村
で
も
同
様
に
年
１
回
同
時
開

催
が
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。奥

間　

守
村
長

こ
れ
ま
で
は
青
少
年
育
成

資
金
と
し
て
１
０
０
万
円
を
ず
っ

と
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
と
両

方
に
で
き
る
の
か
は
、
郷
友
会
と

話
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

前
川
秀
和
議
員

青
少
年
育
成
資
金
と
ト

を
財
源
に
運
営
し
て
お
り
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
に
お
い
て
、
関
係

者
が
知
恵
を
出
し
合
い
工
夫
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
運
営

し
て
参
り
ま
し
た
。し
か
し
、近
年

は
参
加
者
が
減
少
し
、
大
会
を
円

滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
、
安
定

し
た
財
源
の
確
保
が
難
し
い
状
況

で
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
村
財
政
の
費
用
削
減
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
開

催
に
当
た
っ
て
は
協
賛
企
業
と
郷

友
会
の
協
力
が
前
提
と
な
り
ま
す

の
で
、
実
行
委
員
会
で
協
議
し
て

方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。前

川
秀
和
議
員

「
青
少
年
育
成
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
お
い
て

前
川
秀
和
議
員

去
る
７
月
８
日
の「
青
少
年

育
成
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
」が
開
催
さ
れ
、大
盛
況
に
終

わ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
か

と
思
い
ま
す
。
村
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る「
い
ぜ
な
88
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
」
も
同
様
に
財
源
確

保
策
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
を
検
討
し
、
費
用
削
減
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

奥
間　

守
村
長

「
い
ぜ
な
88
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
」
は
昭
和
63
年
か
ら
始
ま

り
、今
年
で
37
年
目
と
な
り
ま
す
。

村
民
の
協
力
や
企
業
の
支
援
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
大
会

は
、
選
手
の
参
加
料
、
企
業
協
賛

金
、
そ
し
て
補
助
金
及
び
村
単
費

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

AA

前
ま え

川
か わ

　秀
ひ で

和
か ず

 議員
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つ
自
立
に
向
け
て
自
身
の

生
活
ス
タ
イ
ル
を
築
い
て

き
ま
し
た
。
苦
労
し
た
点

は
、
部
活
で
送
迎
が
必
要

な
と
き
に
、
友
達
に
頼
む

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
点
は

大
変
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

学
校
生
活
は
入
学
か
ら

１
、
２
か
月
た
つ
頃
に
は

学
校
が
楽
し
く
な
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
の
は
、２
年
生

の
時
に
修
学
旅
行
で
東
京

に
行
っ
た
こ
と
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
や
渋
谷
ス
カ
イ
、
浅

草
に
行
っ
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
と
話
し
ま
す
。

卒
業
後
は
、
就
職
を
目
指

し
、
採
用
試
験
に
挑
戦
す

る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
に
は

「
部
活
に
入
る
と
友
達
が

で
き
て
早
く
学
校
生
活
に

慣
れ
る
よ
」と
話
し
ま
す
。

　

最
後
に「
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
地
域
の
人
た
ち
に
支

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
心

か
ら
あ
り
が
と
う
と
伝
え

た
い
で
す
」
と
感
謝
を
表

し
て
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は「
選
手
を

支
え
る
役
割
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
希
望
し
、
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
３
年
間

務
め
ま
し
た
。
上
級
生
に

な
る
と
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に

な
り
、
チ
ー
ム
を
支
え
ま

す
。
最
後
の
大
会
で
あ
る

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
予
選

で
は
、
チ
ー
ム
は
ベ
ス
ト

８
進
出
を
果
た
し
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。「
部
活
を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
身
に
つ
い
た
」
と
満
足

げ
に
話
し
ま
す
。

　

将
来
は
、
英
語
を
使
う

仕
事
を
目
指
し
、
大
学
へ

進
学
。
海
外
留
学
も
視
野

に「
英
語
だ
け
で
な
く
、さ

ま
ざ
ま
な
言
語
を
学
び
た

い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ「
誰

か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
で
は
な
く
、
自
分
か
ら

行
動
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

前
川
桃
菜
さ
ん
は
小
禄

高
校
の
３
年
生
で
す
。
進

学
先
は
姉
が
通
っ
て
い
た

こ
と
や
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
な
学
校
と
い
う
理
由
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
選
択
し

ま
し
た
。

　

入
学
後
は
寮
生
活
が
ス

タ
ー
ト
。
洗
濯
や
掃
除
は
、

島
に
い
る
と
き
も
進
ん
で

行
っ
て
い
た
の
で
、
特
に

苦
労
は
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。食
事
は
、寮
か
ら
の
提

供
が
あ
り
、
栄
養
面
や
手

間
の
面
で
非
常
に
助
か
っ

た
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
で
は
、
最
初

は
少
し
躊
躇
し
ま
し
た

が
、
自
ら
積
極
的
に
話
し

か
け
た
り
す
る
こ
と
で
、

早
く
馴
染
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

濱
里
流
星
さ
ん
は
、
小

禄
高
校
に
通
う
３
年
生
で

す
。
高
校
進
学
に
つ
い
て
、

所
属
し
て
い
た
サ
ッ
カ
ー

部
の
先
輩
に
誘
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
現
在
の

高
校
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

進
学
と
同
時
に
寮
生
活

が
ス
タ
ー
ト
。「
最
初
は

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
り
ま

し
た
。で
も
、部
活
を
通
じ

て
自
然
と
友
達
が
増
え
て

い
き
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
き

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
部
へ
入
部

す
る
と
キ
ー
パ
ー
と
し
て

活
躍
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
初
戦
で
強
豪
校
と
対
戦

し
敗
れ
た
も
の
の
、
そ
の

経
験
は
か
け
が
え
の
な
い

財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

寮
生
活
で
は
、
少
し
ず

編集後記

ザ・学生Ⅱ
vol.37

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹介
するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立小禄高
等学校に通うお二人です。

小
禄
高
等
学
校（
３
年
生
）

濱は
ま

里ざ
と

　
琉り

ゅ
う
せ
い星

さ
ん

（
仲
田
）

小
禄
高
等
学
校（
３
年
生
）

前ま
え

川か
わ

　
桃も

菜な

さ
ん

（
仲
田
）

　村民の皆様、サトウキビ収穫作業も終わりに近づいていますが、いかがお過ご
しですか。去る1月18日(土)に伊是名村郷友会新春の集い、受賞者祝賀激励会が
マリエールオークパイン那覇であり参加いたしました。久々に在学時の小学校校

歌を歌ったり、郷友会の皆様とのムンガタイに大いに盛り上がり楽しいひと時を過ごしました。ただ、若
者の参加者が少なかったことが気がかりになりました。議会では、教育、福祉、医療、産業の振興発展の
ため、日々執行部と議論を重ねています。その内容を「議会だより」を通して村民の皆様に分かりやすく
伝えられるよう頑張っていますので、是非ご一読ください。　　 広報常任委員会副委員長　伊禮 正隆

8伊是名村議会だより
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